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Ⅰ  は じめ に  

１  事 務事 業の 点 検・ 評 価の 概要  

   枕 崎市 教育 委員 会は 、「 明日 の社 会を 担う 心豊 かで たく まし い人

づくり」を基本 目 標に掲げ 、生涯 学 習の観点に立 ち主 体性・創造性・

国際 性を 備え 、心 豊か でた くま しく 生き る市 民の 育成 を目 指し て 、

教育・文化・ スポ ーツの振興を 図っ ています。  

   そ の推 進に 当た って は 、 本市 の教 育的 伝統 や風 土を 生か す中 で 、

社会の変化に 的確 かつ柔軟に対 応し ながら学校・家庭・地域社会 の

連携と協力の もと に「生きる 力」を 備えた青少年 の育 成に努めてい

ます。また 、市民 一人一人が自 己教 育力を高めて 個性 と能力を発揮

しながら生涯 にわ たって学習で きる よう諸条件を 整備 し 、生きが い

を感じ個性を 育む 生涯学習社会 づく りに努めてい ます 。  

   平成 19 年６月に「地方 教育 行政の組織及 び運 営に関する法 律」

の一 部が 改正 され （平成 20 年４月 １日 施行 )、各 教 育委 員会 は毎

年、その教 育行政 事務の管理及 び執 行状況につい て 、点検及び評価

を行い、そ の結果 に関する報告 書を 議会に提出す ると ともに 、公 表

することが規 定さ れました。  

また、点検 及び評 価を行うに 当 たっ ては 、教育 に関し 学識経験を

有する者の知 見の 活用を図る こ とが 規定されてい ます 。  

   そこで 、教 育委員会では 、令 和６年度の事 務事 業に係る「教育委

員会活動の点 検・評価」を 実施する に当たり 、枕崎市 教育委員会外

部評価委員会 を設 置 して、意見、提 言等をいただ き、それを参考に

して枕崎市教 育委 員による評価 を行 い 、議会へ 報告書 を提出し公表

を行うもので す。  

 

○ 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 （ 抜 粋 ）  

（ 教 育 に 関 す る 事 務 の 管 理 及 び 執 行 の 状 況 の 点 検 及 び 評 価 等 ）  

第 26 条  教 育 委 員 会 は 、 毎 年 、 そ の 権 限 に 属 す る 事 務 （ 前 条 第 １

項 の 規 定 に よ り 教 育 長 に 委 任 さ れ た 事 務 そ の 他 教 育 長 の 権 限 に

属 す る 事 務 （ 同 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 事 務 局 職 員 等 に 委 任 さ れ

た 事 務 を 含 む 。 ） を 含 む 。 ） の 管 理 及 び 執 行 の 状 況 に つ い て 点

検 及 び 評 価 を 行 い 、 そ の 結 果 に 関 す る 報 告 書 を 作 成 し 、 こ れ を

議 会 に 提 出 す る と と も に 、 公 表 し な け れ ば な ら な い 。   

２  教 育 委 員 会 は 、 前 項 の 点 検 及 び 評 価 を 行 う に 当 た つ て は 、 教

育 に 関 し 学 識 経 験 を 有 す る 者 の 知 見 の 活 用 を 図 る も の と す る 。  
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２  点 検・ 評価 の 対象  

   点検・評価 の対象は 、次 のと おり選定しま した 。  

○  人間性豊 かな 人をつくる学 校教 育の推進  

・「 枕 崎 市 奨 学 金 返 還 支 援 事 業」     （教 育総務課 ）  

・「 部 活 動 地 域 移 行 推 進 事 業」     （学 校教育課 ）  

○  豊かな人 間性 を育む生涯学 習 の 推進  

・「 図 書 館 外 壁 ・ 排 煙 窓 改 修 工 事」      （生 涯学習課）  

 

  ３  実 施フ ロ ー  

 

   一次評価  ・・・・・・ ・・ ・・  担当課によ る評価  

 

   学識経 験者 の知見の活用  ・ ・・  外部評価委 員会の意見を 聴取  

 

   二次評 価  ・・・・・・ ・・ ・・  教育委員に よる評価  

 

   議会へ報告 書の提出・公 表  

 

４  外 部評 価 委 員 会（ 学 識経 験者 の 知見 の 活用 ）  

  点検・評価の 客観性を確保 する ため 、教 育に関し 学識経験を有 す

る外部の方々 の意 見を聞く「 外部評 価 委員会」を設置 し 、委員か ら

の様々な意見 、提 言等を いただ きま した。  

   委員は 次の とおりです。  

 

氏     名  委  員  選  任  区  分  

二  宮  充  久  教 育 機 関 関 係 者  

中  村  みほ り  企 業 関 係 者  

新屋敷  いず み  社会教育、社 会体 育及び芸術文 化関 係者  

福  元  鶴  代  教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る 者  

谷  上  宗士 郎  教 育 委 員 会 が 必 要 と 認 め る 者  
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枕崎市教育委 員会 外部評価委員 会設 置要綱  

 

（設置）  

第１ 条  枕崎 市教 育委 員会 （以 下「 教育 委員 会」 とい う。）の 権限 に属

する事務の管 理及 び執行状況の 点検 及び評価を行 うた め、枕崎 市教育

委員会外部評 価委 員会（以下「 委員 会」という 。）を 設置する。  

 （所掌事務 ）  

第２条  委員 会は 、教育委員 会が所 管する事務の 管理 及び執行の状 況の

点検及び評価 を行 う。  

 （組織）  

第３条  委員 会は 、委員５人以 内で 組織する。  

２  委員は、 次に 掲げる者のう ちか ら教育委員会 が委 嘱する。  

⑴  教育機関 関係 者のうち、知 見を 有する者  

⑵  企業関係 者の うち、知見を 有す る者  

⑶  社会教育 、社 会体育及び芸 術文 化関係者のう ち、知見を有する 者  

⑷  前３号に 掲げ るもののほか 、教 育委員会が必 要と 認める者  

（任期）  

第４条  委員 の任 期は、１ 年とする 。ただし 、委 員が 欠けた場合に おけ

る補欠の委員 の任 期は、前任者 の残 任期間とする 。  

２  委員は、 再任 されることが でき る。  

 （委員長及 び副 委員長）  

第５条  委員 会に 、委員長及び 副委 員長を置く。  

２  委員長及 び副 委員長は、委 員の 互選により定 める 。  

３  委員長は 、委 員会を代表し 、会 務を掌理する 。  

４  副委員長 は、委員長を補佐 し、委員長に事故 ある とき、又 は委員長

が欠けたとき は、 その職務を代 理す る。  

 （会議）  

第６条  委員 会の 会議は、必 要に応 じて委員長が 招集 し、委員長 が会議

の議長となる 。  

２  委員会は 、委 員の半数以上 の者 が出席しなけ れば 開くことがで きな

い。  

（守秘義務）  

第７条  委員 は、その職務上知 り得 た秘密を漏ら して はならない 。その

職を退いた後 も同 様とする。  

 （庶務）  

第８条  委員 会の 庶務は、教育 総務 課において処 理す る。  

 （その他）  

第９条  この 要綱 に定めるもの のほ か、委員会 の運営 に関し必要な 事項

は、教育委員 会が 別に定める。  

 

  附  則  

この要綱は、 平成 21年６月３日 から 施行する。  

この要綱は、 令和 ３ 年４月１日 から 施行する。  
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Ⅱ  事 務事 業の 点 検・ 評 価の 内容 及 び結 果 につ いて  

 １  評価 の観 点  

    事務事業の 点検・評価は事業 の妥当性 、効率性 、有効性 の観点で  

    行いまし た。  

 

  [観点別評価 の考え方 ] 

観    点  チェック項目  

妥  当  性  
・  市民ニーズ・ 社会情勢に照 らし て妥当か  

・  市が関与しな ければならな いか  

効  率  性  

・  投入コスト (事 業費・人件費 )に 見合った効

果が得られた か  

・  コストを下げ る工夫をした か  

有  効  性  

・  事務事業 の活 動量に見合っ た充 分な成果が

出ているか  

・  手段（実施方 法）は有効か  

 

２  観 点別 評価  

事  業  名  妥当性  効率性  有効性  

①  「枕 崎 市 奨 学 金 返 還 支 援 事 業」  妥  当  妥  当  妥  当  

②  「部 活 動 地 域 移 行 推 進 事 業」  妥  当  妥  当  妥  当  

③  「図 書 館 外 壁 ・ 排 煙 窓 改 修 工 事」  妥  当  妥  当  妥  当  

 

３   評 価の 結果  

事  業  名  評価（まとめ 、課 題等）  

全  体  

・ 各 事 業 は 市 民 ニ ー ズ に 対 応 し た 事 業 と

なっており、効 率 性及び有効性 から も妥当

なものと考え る。今後とも教育 委員 会及び

外部評価委員 会か らの意見・提言 等 を参考

にして、事務 事業 の改善・推進 に努 められ

たい。  
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①  「 枕 崎 市 奨 学 金 返

還支援事業」  

・少子高齢 化の中 、地元で 働く若者 に対し

て 経 済 面 で の 負 担 減 に 大 き く 役 立 つ と 評

価します。事 業の 継続を期待し ます 。  

・事業の趣 旨に 賛 成であり 、定住を 目標と

す る の で あ れ ば よ り 良 い こ と で あ る と 思

います。  

・ こ の 制 度 を よ り 多 く の 方 に 知 ら せ る こ

とも重要では と思 います。  

・若年層の市 内居 住者が増える とと もに、

市 内 企 業 の 社 員 確 保 の 増 強 に も つ な が る

と思われます 。  

 

②  「 部 活 動 地 域 移 行

推進事業」  

 

・教員不足、負 担 軽減 のため、当事 業をど

んどん進めて ほし い。ただし、現 状 を把握

し な が ら 今 後 の 事 業 の 在 り 方 を 考 え て い

くべきと思う 。  

・ 既 存 の 学 校 単 位 で の 地 域 性 が 非 常 に 強

いと感じてい るが 、部員 数の問題 な どで思

う よ う な 活 動 が で き て い な い の が 現 状 で

ある。速やか な地 域移行を進め 、各 競技の

部 員 層 を 増 や す こ と に よ り 、 個 々 の 技 術

力 ・ 競 技 成 績 の 向 上 に も 繋 が る と 思 わ れ

る。  

・指導者の 若返り を踏まえ 、部活 動 に所属

す る 生 徒 に と っ て 最 良 の 方 法 で 進 め て ほ

しいと願う。  

・ チ ー ム 枕 崎 と し て 枕 崎 地 区 が 一 つ と な

って強くなっ てい き、子供たちに と っても

新 た な ス テ ー ジ へ と 立 て る チ ャ ン ス だ と

思います。し かし 、保護者の負 担が 増える

と 子 供 た ち の 部 活 意 識 が 薄 れ る と 思 い ま

すので、今後 は送 迎バス・試合 の遠 征バス

等も検討して ほし いと思います 。  
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③  「図書館外壁 ・排

煙窓改修工事 」  

・ 老 朽 化 に 伴 う 工 事 は 必 要 に 応 じ て 行 う

ことは良いが、将 来にわたって の建 物の在

り方などを考 えな がら検討をし てほ しい。 

・施設自体が かな り老朽化して いる ので、

外壁や窓の改 修だ けでなく、今後 も 多々改

修の必要が出 てく るのではない か。  

・市民の図 書館で あるため 、外観を 含め不

備 が あ る と 思 わ れ る 箇 所 は 速 や か な 改 修

が必要である 。  
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№1

施  策

　「事務事業名」

（担当課）
・　５年間を超えて本市に居住する意思のある方という
のは、途中で、もし、出ていく事になった時はそこで終
わりになるのでしょうか。
　 また、それまでの分を返還しなければならないという
ことはないのでしょうか。

・　５年定住しますということで、その期間だけ補助が
全額でしょうか。

・　市の奨学金だけでなく、その他の奨学金を借りた場
合も対象でしょうか。

・ そうです。国の奨学金などいろいろな奨学金がありますの
で、対象となります。

・　これをアピールしなければ、定住に繋がりませんの
で、どのような手法を考えているでしょうか。すごくいい
事業なのでアピールの仕方が大事だと思います。若い
子供たちとか、子供を持つ親の人たちにも伝えていく
事が一番大事なことだと思います。

・ 市のお知らせ版・ＨＰにも掲載し、また、市内中小企業に就
職した方を対象にしていますので、商工会議所の方にもお願
いをします。あと、今、奨学金を借りている方、返還者にもチラ
シを入れアピールをしているところであります。

・　６年度の予算が20万円×３人ということで説明があ
りましたけど、もし、３人を超えて予算を超えてしまった
場合でも、対応はできるのでしょうか。

・ その際は補正予算を組んで対応をします。

・　人数は今のところ、どれだけになるかというのは分
からないのでしょうか。

・ 今年度の対象者は、令和５年３月１日以降に居住された方
が対象です。この制度は今始まってＰＲしているところで、枕
崎に居住して、枕崎に就職された方が対象になるだけなの
で、人数はそこまで多くないと思います。
　この制度を知って帰ってくる方、就職される方は１年後、２年
後になってくると思いますので、今年度は３人分を計上してい
るところです。

・　今後、増えていくだろうということで、それに応じて
予算も増やしていくということでしょうか。

・ そのとおりです。年度途中で対象者が予算の見込みを超え
た場合であっても、補正予算で増額計上する対応になる予定
です。

・　とてもいい事業だと思います。奨学金の返還をして
もらえるので住みやすくなるのではと思います。

・補助額年間20万円，補助期間10年は，利用者からす
ると十分な支援であり，市内就労や定住を目的とする
事業として効果が期待できます。
 市内事業所と連携をしながら進めることも対応策の一
つだと考えます。

・現在、奨学金を借りられてる方、また、返還されている方へ
も制度の周知は行っています。更に、雇用する側の中小企業
へも、商工会議所を通じて周知しているところです。成果がみ
えてくるのは、まだ先だと思いますが、その間も周知は継続し
ていきます。

・　とにかく皆さんに知っていただく事が大切だと思い
ます。
企業の方にも知っていただくということもありますの
で、商工会議所の総会の際にチラシを皆さんにお配り
して、奨学金に対して理解していただくということで、商
工会議所の方でも対応しようと思っています。

・ 地域の方では学校の部活動を支えていただく地域ク
ラブとなる受け皿の方はどの程度整っているのでしょう
か。今の状況を教えていただきたい。

・ 今ある中学校の部活動を令和８年度から、休日を全て地域
に移行することを目指しております。現在、２部活動がモデル
を含め休日の移行をしています。軟式野球と女子バレーボー
ルの２つです。昨年度は卓球の地域移行を１年間モデルとし
て行いました。
 本市には文化部も合わせ11部活動あり、この11部活動すべ
てが地域移行になります
　今後、令和７年度を含め、地域への移行に向け、準備をし
ているところです。

・ 市内の４つの中学校が一つのチームでというイメー
ジでよろしいですか。

・ はい、そうです。

・ 国の取組みとして日曜日は部活動をしないという、
そのような形になっているということでしょうか。

・ 国が今後、部活動が少人数になって運営が難しくなってき
たということで、部活動をしないということではなく、休日に学
校の職員が部活動をしているのを地域クラブにしようというこ
とで、地域の指導者が地域で育てるという、部活動の代わり
に地域でのクラブ活動をしようということになります。
　３年間かけて令和８年度からは、すべて土日の活動は地域
に移行しますということになります。
　それから、徐々に、できれば平日も移行していこうというよう
な考えは国も県の方もあるんですけれども、今までの部活動
の歴史もありますので、なかなか変えるのも難しい面がある
のではと思います。令和７年度までのそれぞれの市町村の取
組みを見て、国も８年度に方針を出すのではと思われます。

・ 本市を転出した場合はそこで終了となります。
　また、５年間居住しなかったので返還ということはありませ
ん。
　定住促進というのをこちらは考えておりますので、５年間居
住する意思があるということを提出書類に書いていただきま
す。その後、どうしても転出しなければならない場合もござい
ますので、遡って返還してくださいということはございません。

人間性豊かな人を
つくる学校教育の

推進

「部活動地域移行
推進事業」

（学校教育課)

Ⅲ　外部評価委員の意見及び提言　

意見・提言の内容 事務局説明・対応等

人間性豊かな人を
つくる学校教育の

推進

「枕崎市奨学金返
還支援事業」

（教育総務課)
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№2

施  策

　「事務事業名」

（担当課）

Ⅲ　外部評価委員の意見及び提言　

意見・提言の内容 事務局説明・対応等

・ ほぼほぼのスポーツの中で一般の方で土日に請け
負ってくれる方は見つかっているのですか。例えばこ
の競技とこの競技がどうしても薄い、誰も指導者がい
ないとかあったりしないのでしょうか。
　また、場所も体育館やコートなど必要になるというこ
とでしょうか。

・ 一番の課題は指導者になります。学校の職員でも、異動が
あり替わっていきますので、この地域クラブ活動の考え方とし
ては、小学校から大人になっても続けられるような活動を目
指しているところがあります。
　今、指導者を探すために、少年団の方に話をしたり、人材バ
ンクのようなものを作ろうとしたり、そういった形で指導者を確
保して、そこにまた、どういった形でクラブを作るか、運営の形
はどうするのかという、そういった協議を重ね、準備ができた
ところから行っていきますので、時間がかかるところがありま
す。
　現在、各団体に話をし、受け皿となる団体の設立とか指導
者の確保をしているところであります。
　場所も体育館やコートなどが必要になります。

・部活動の数を絞って、例えば10ある部活動を５にす
るとか、そのような検討はされているのでしょうか。

・部活動の数を減らすというのは今はないところです。
 今、枕崎市にある部活動の数を減らすのではなくて、部活動
に今入っている子供たちができる環境をそのまま作っていこう
という形で取り組んでいるところです。

・合同で部活動をするようになって、生徒さん方の反
応、スムーズにいっているのか、戸惑うとか、問題なく
進んでいるのでしょうか。

・一緒にすることによってよい面としては、少人数ではできな
い練習ができる、他校の生徒と関わりあえる、それがすごく楽
しかったいう意見がありました。課題として出てきたのは、指
導者と合う・合わないという部分、顧問の先生であればよかっ
たという子供たちの意見であったり、顧問と指導者との指導
方針が違う面がありますので、それについて子供たちが正直
戸惑う現状があるようです。
 このような課題が出てきているので、そこをどうマッチングし
ていけるかということを取り組んでいるところです。

・野球部にいる子供から、今のこの状況がすごく楽し
い、ライバルの練習・相手のいいところが見られるとい
うことで、試合になった時に別れてしまうのがさみしい
ということです。このまま合同チームのような感じでい
ければと言っているというのを聞きました。一緒に練習
をしているのに試合の時、別れるのではなくて、そのま
ま強くなっていきたいと言っており、せっかく一緒に練
習をしたのだから皆で出たいという意見を言う子がい
たので伝えておきます。
 また、学校の先生たちは負担が減っているとＰＴＡの
方がおっしゃっていました。

・学校の部活動を地域に移行することで，地域の活性
化に繋げて頂きたいと考えます。学校が部活動で活性
化されるように，地域もクラブ活動で活性化できるので
はないでしょうか。指導者の確保や練習会場の確保，
保護者との連携など大変な作業だと思います。
 また，枕崎は○○が盛んというような競技を一つ作り
上げてもおもしろいのではないでしょうか。

　現段階では、本市にある11部活動の休日における地域移
行を進められように、環境整備を進めています。今後、子供
たちのニーズを把握したり、枕崎の地域性を活かしたりしな
がら、枕崎市にあった地域移行の在り方について研究してい
きます。

・少し時間をかけて移行をしなければならないというの
もあると思います。できることから取り組んでいらっしゃ
るということですので、すごくいい事業ではないかと思
います。

・ 枕崎市立図書館の一番のネックになっているのが、
駐車場が狭いということではないかと思います。皆さん
がもっと有意義に使っていくために、何か市の方で考
えるきっかけというか、思ってもらえればいいのではな
いのかなということで意見させていただきました。

・ 市立図書館、市民会館にしても、昭和40～50年代というとこ
のような車社会になるという想定ができていない状況で作っ
ている部分、土地を買うということになると財政面と議会の議
決を受けるということで、なかなか厳しい部分が非常にあるの
かなと思います。
　土地を買うとなった時は厳しい財政事情でということで、何と
かしたいという気持ちはあるのですが、なかなか厳しいところ
があるのかなと思っているところです。

・図書館に関しましても、駐車場の問題とかあります
が、利用する方々の安全が一番ということで、予算を
つけていただいて、補修をすることによって長寿命化
をしていただければと思います。

・老朽化する施設設備は、安全性の問題もありますの
で、一歩ずつでも改善できればと考えます。また、検討
されているとは思いますが、施設の維持管理について
は、他の公共施設や民間施設と協力しながら、整理・
統合していくことも必要なのかもしれません。

　市立図書館については今回の改修工事により大規模改修
工事は終了したところです。
　各地区公民館は一次避難所に指定されていることから年次
的に改修工事を進めております。また、サン・フレッシュ枕崎
についても指定管理者と協議を行いながら、今後、施設の老
朽化等により危険を伴う場合は、適宜、改修や予防補修を
行ってまいります。

人間性豊かな人を
つくる学校教育の

推進

「部活動地域移行
推進事業」

　（学校教育課)

豊かな人間性を育
む生涯学習の推

進

「図書館外壁・排
煙窓改修工事」

（生涯学習課)
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№3

施  策

　「事務事業名」

（担当課）

Ⅲ　外部評価委員の意見及び提言　

意見・提言の内容 事務局説明・対応等

枕崎教育委員会
自己点検・評価
シートについて
　（教育委員会

　全課）

・　特になし

・高齢者を含めた大人たちが活き活きと枕崎での生活
を楽しむ姿や、そういう大人たちと触れあう機会が、子
どもたちの枕崎で生活したい、戻ってきたいと思う気持
ちに繋がるのではないでしょうか。今の時代、昔にくら
べて大人との距離が遠くなっていますので、意図的に
触れあう機会を作っていきたいと考えているところで
す。

　地域学校協働活動の仕組み活用し、老人クラブの協力のも
と昔の遊び体験や戦争体験談、かけ算九九の練習、グラウン
ドゴルフ等を学校で実施し、世代を超えた交流の場を創出し
ています。
　また、ボランティアの協力のもと、史跡巡りなどを通して枕崎
の歴史を学ぶ機会も提供しています。
　これらの活動により、子どもたちにとって貴重な学びの場と
なるだけではなく、高齢者にとっても自身の経験を次世代に
伝え、生きがいを感じる機会となっています。また、世代を超
えた交流を通じて、子どもたちが人とのつながりの大切さを実
感できればと考えています。
　今後も統括コーディネーターを中心に地域のボランティアと
連携しながら、地域学校協働活動をさらに充実させ、教育委
員会の基本方針でもある「郷育」の推進を図ってまいります。

・近隣の市では給食費が無償化になっています。人口
減少を止める、若い人たちが住むためにという意味で
も給食費無償化というのも有効なのではないかと考え
ます。

・県内19市ありますが８市が無償化に取り組んでおり、南薩で
は南さつま市と南九州市です。議会の一般質問でも取り上げ
られていますが、本市が無償化に取り組んでいないのは、最
低限、衣食住については保護者が負担してほしいという市長
の考えがあります。無償化をするのではなくて、若年層の安
定した雇用と所得を増やす経済状況を作ることが最優先事
項であるという答弁をしています。
 ただし、経済的な理由で就学させることが困難な保護者に対
しては、就学援助費として給食費の全額助成を、また、現在、
物価高騰で給食費が値上がりしている部分については、子育
て世帯の経済的な負担軽減策として補助を行っています。

その他
（教育委員会全般

に関すること）
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Ⅵ  参考資料  

 

１  教育委員会の活動状況（令和６年度）  

 ⑴  会議の開催状況（令和７年３月 31 日現在）   

   定例会     １２回  

   臨時会      ３回  

 

⑵  審議状況（令和７年３月 31 日現在）  

①   付議案件数  ３６件  

    （内訳）   議案   ３５件  

       その他案件    １件  

 

②   会議に付された主な案件  

ア  各種委員の委嘱・任命を行うこと。  

イ  教育予算の見積を決定すること。  

ウ  奨学生を決定すること。  

   エ  枕崎市就学援助費支給の認定をすること。  

   オ  教育委員会規則・要綱の制定又は改廃を行うこと。  

カ  枕崎市教育行政の重点施策を定めること。  

   キ  学校備品の廃棄を承認すること。  

   ク  優良社会教育関係団体及び個人功労者、青少年健全育成功労  

団体及び個人功労者の表彰に同意すること。  

 

 ⑶  学校訪問  

  ○  学校訪問  

    授業の参観、学校経営状況に係る説明・質疑等を行う機会として、

「学校訪問（うち２校は教育事務所との合同訪問）」を実施した。  

    １学期  ７校（５月：３校・６月：２校・７月：２校）  

    ２学期  １校（９月）  

 

 ⑷  管理職研修会等  

①   校長研修会   ８回  

②   教頭研修会   ６回  

③   管理職自主学習会「黒潮会」  ３回  

（うち１回は校長研修会と兼ねる）  
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